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〈

人

物

表

〉

 

佐
渡

さ
わ
た
り 

正
義

ま
さ
よ
し 

 

（
２
５
） 

バ
ー
店
員 

 

箸
屋

は

し

や 

麗 れ
い

華 か 
 

（
２
５
） 

刑
事
／
み
き
な
の
後
輩 

加
賀
谷

か

が

や

 

和
子

わ

こ  

（
２
４
） 

会
社
員 

伊
佐

い

さ

 

諒
り
ょ
う

太 た

 
 

 
 

（
８
） 

 

万
引
き
少
年 

御
堂

み

ど

う 

一
世

い
っ
せ
い 

 

（
５
６
） 

銀
行
員 

相
木

あ

い

き 

愛 あ
い  

 
 

 
 

（
３
１
） 
バ
ー
店
長 

 

 

和
道

わ

ど

う 

み
き
な 

（
３
２
） 

刑
事 

   

店
長



 1 

１
． 

山
奥
（
夜
） 

深
い
森
の
中
、
大
雨
が
降
っ
て
い
る
。 

土
の
中
か
ら
、
頭
蓋
骨
と
思
し
き
骨
が
露
わ
に
な
る
。 

 

２
． 
山
奥
（
昼
） 

雨
は
上
が
り
、
強
い
日
差
し
が
照
り
付
け
る
。 

一
帯
は
規
制
線
が
張
ら
れ
、
警
官
た
ち
が
各
々
作
業
中
。 

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
囲
わ
れ
た
一
角
。 

そ
の
中
、
１
０
体
近
く
の
人
骨
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。 

シ
ャ
ツ
の
袖
を
ま
く
っ
た
刑
事
の
和
道
み
き
な
（
３
２
）、

ハ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ン
片
手
に
人
骨
を
睨
ん
で
い
る
。 

隣
の
後
輩
刑
事
、
箸
屋
麗
華
（
２
７
）
は
メ
モ
帳
片
手
に
、 

麗
華 

「
ひ
と
り
身
元
が
割
れ
ま
し
た
」 

み
き
な
、
麗
華
を
見
る
。 

麗
華 

「
御
堂
一
世
。
光
明
銀
行
経
伝
支
店
の
副
支
店
長
で
す
」 

み
き
な
「
経
伝…

…

」 

麗
華 

「
行
方
不
明
者
届
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
」 

み
き
な
、
ぐ
っ
と
眉
間
に
皺
を
寄
せ
る
。 

 

３
． 

繁
華
街
（
昼
） 

大
勢
の
人
が
行
き
交
う
。
彼
ら
は
み
な
、
う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
に
顔
を
歪
め
て
い
る
。 

好
青
年
然
と
し
た
佐
渡
正
義
（
２
５
）、

人
の
流
れ
に
逆
行

す
る
よ
う
に
、
真
っ
直
ぐ
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
る
。 

 

４
． 

バ
ー
・
外
観
（
昼
） 「

C
L

O
S

E
D

」
の
看
板
。 

正
義
、
入
る
。 

 

５
． 

バ
ー
・
店
内
（
昼
） 落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
薄
暗
い
店
内
。
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
日

本
酒
が
様
々
並
べ
置
か
れ
て
お
り
、
内
側
で
は
マ
ス
タ
ー
の

相
木
愛
（
３
１
）
が
Ｐ
Ｃ
で
経
理
処
理
を
し
て
い
る
。 

エ
ア
コ
ン
に
は
「
故
障
中
」
の
張
り
紙
。
扇
風
機
が
け
た
た
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ま
し
い
音
を
立
て
て
い
る
。 

正
義
、
入
っ
て
、
元
気
よ
く
、 

正
義 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

愛
、
時
計
を
チ
ラ
見
、
た
め
息
を
漏
ら
し
て
、 

愛 
 

「
早
く
な
い
？
」 

正
義 

「
今
日
は
あ
れ
、
直
そ
う
と
思
っ
て
」 

と
、
エ
ア
コ
ン
を
指
さ
す
。 

愛 
 

「
業
者
に
頼
ん
だ
」 

正
義 

「
全
然
、
僕
で
き
ま
す
」 

愛 
 

「
全
然
っ
て
何
？
」 

正
義 

「
は
い
？
」 

愛
、
再
び
た
め
息
を
つ
く
。 

愛 
 

「
あ
の
さ
」 

正
義 

「
は
い
」 

愛 
 

「
は
っ
き
り
言
っ
て
い
い
？
」 

正
義 

「
で
き
れ
ば
オ
ブ
ラ
ー
ト
で
お
願
い
し
ま
す
」 

愛 
 

「
あ
り
が
た
迷
惑
」 

正
義 

「
え
？
」 

愛 
 

「
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
や
っ
て
」 

正
義 

「
い
や
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
言
わ
れ
て
ま
す
」 

愛 
 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
？
」 

正
義 

「
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
何
で
も
す
る
べ
き
だ
と
」 

愛 
 

「
は
？
」 

正
義 

「
僕
が
暑
い
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
直
そ
う
と
し
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

み
ん
な
が―

―

」 

愛
、
遮
っ
て
、 

愛 
 

「
と
に
か
く
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
、
求
め
て
な
い
か
ら
」 

正
義
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
手
を
叩
き
、 

正
義 

「
じ
ゃ
あ
買
い
出
し
行
き
ま
す
よ
。
ナ
ッ
ツ
足
り
な―

―

」 

愛
、
食
い
気
味
に
、 

愛 
 

「
ナ
ッ
ツ
足
り
な
い
。
行
っ
て
き
て
」 

正
義
、
笑
顔
を
見
せ
て
、 

正
義
「
ラ
ジ
ャ
ー
で
す
」 

と
、
そ
そ
く
さ
と
出
て
い
く
。 
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愛
、
正
義
を
見
て
、
舌
打
ち
。 

 

６
． 

ス
ー
パ
ー
・
店
内
（
昼
） 

正
義
、
レ
ジ
か
ご
片
手
に
お
つ
ま
み
コ
ー
ナ
ー
を
散
策
中
。 

よ
れ
よ
れ
の
シ
ャ
ツ
に
短
パ
ン
姿
の
伊
佐
諒
太
（
８
）、

周

囲
を
警
戒
し
な
が
ら
、
駄
菓
子
を
物
色
し
て
い
る
。 

正
義
、
駄
菓
子
コ
ー
ナ
ー
に
や
っ
て
来
る
。 

そ
の
瞬
間
、
諒
太
、
駄
菓
子
を
鷲
掴
み
し
、
服
の
中
へ
。 

正
義
、
目
撃
し
、
思
わ
ず
、 

正
義 

「
君
」 

諒
太
、
ハ
ッ
と
し
て
逃
げ
出
す
。 

正
義
、
か
ご
を
落
と
し
、
追
い
か
け
る
。
そ
し
て
す
ぐ
に
諒

太
の
腕
を
掴
む
。 

正
義 

「
そ
れ
、
犯
罪
だ
よ
」 

 

７
． 

ス
ー
パ
ー
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
昼
） 

諒
太
は
店
長
と
対
面
し
て
る
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
万
引
き
し
よ

う
と
し
た
駄
菓
子
。 

正
義
、
諒
太
の
傍
で
直
立
不
動
。 

店
長 

「
今
日
の
と
こ
ろ
は
ま
あ
、
厳
重
注
意
と
い
う
こ
と
で
」 

正
義 

「
は
い
？
」 

店
長 

「
は
い
？
」 

正
義 

「
犯
罪
で
す
よ
。
見
逃
す
ん
で
す
か
？
」 

店
長 

「
見
逃
す
？
」 

正
義 

「
万
引
き
で
す
」 

店
長 

「
未
遂
で
済
み
ま
し
た
し
、
子
供
で
す
し
」 

諒
太
、
し
ゅ
ん
と
し
て
縮
こ
ま
っ
て
い
る
。 

正
義 

「
い
や
い
や
、
そ
れ
じ
ゃ
ダ
メ
で
し
ょ
。
悪
い
こ
と
は
悪
い
。
い
い

こ
と
は
い
い
。
そ
こ
は
っ
き
り
し
な
い
と
」 

諒
太
、
小
声
で
、 

諒
太 

「…
…

ご
め
ん
な
さ
い
」 

正
義 

「
ま
た
同
じ
こ
と
繰
り
返
し
ま
す
よ
。
い
い
ん
で
す
か
」 

店
長
、
迷
惑
そ
う
に
た
め
息
を
つ
き
、 

店
長 

「
も
う
し
な
い
よ
ね
」 
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諒
太
、
震
え
る
視
線
で
正
義
を
見
つ
め
、
こ
っ
く
り
と
頷
く
。 

正
義 

「
僕
は
人
の
た
め
に…

…

」 

店
長 

「
は
い
？
」 

正
義 

「
い
え
」 正

義
、
拳
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め
る
。 

 

８
． 

繁
華
街
（
昼
） 

行
き
交
う
人
々
の
流
れ
に
逆
行
す
る
正
義
。 

巨
大
ビ
ル
の
壁
面
に
モ
ニ
タ
ー
。
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
る
。 

正
義
、
ピ
タ
ッ
と
立
ち
止
ま
る
。
モ
ニ
タ
ー
を
見
上
げ
る
。 

『
神
奈
川
の
山
中 

１
４
体
の
人
骨 

連
続
殺
人
か
』
の
文

言
と
、
山
奥
の
規
制
線
の
外
側
で
中
継
す
る
リ
ポ
ー
タ
ー
の

映
像
。 

正
義
の
瞳
は
、
真
っ
直
ぐ
に
モ
ニ
タ
ー
に
注
が
れ
て
い
る
。 

額
に
じ
っ
と
り
と
汗
が
滲
む
。 

正
義
、
汗
を
拭
う
と
、
頬
を
歪
め
る
。 

 

９
． 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
・
夕
（
夕
） 

加
賀
谷
和
子
（
２
４

）、

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
に
乗
り
、
走

っ
て
い
る
。 

傍
に
は
み
き
な
と
麗
華
。 

麗
華
は
ス
マ
ホ
を
和
子
に
見
せ
て
い
る
。 

画
面
、
御
堂
の
画
像
。 

和
子
、
停
止
ボ
タ
ン
を
押
す
。
マ
シ
ン
か
ら
降
り
て
、
ベ
ン

チ
に
座
る
。
汗
を
拭
っ
て
、 

和
子 

「
電
車
で
よ
く
会
っ
て
ま
し
た
ね
」 

と
、
迷
惑
そ
う
に
、 

和
子 

「
よ
く
見
て
く
る
ん
で
す
よ
、
い
や
ら
し
い
目
で
」 

和
子
、
画
面
の
御
堂
を
指
さ
す
。 

和
子 

「
そ
れ
に
距
離
も
近
か
っ
た
し
。
他
の
席
空
い
て
る
の
に
隣
に
座
っ

て
き
た
り
」 

麗
華 

「
直
接
的
な
こ
と
は
？
」 

和
子
、
思
い
出
し
た
く
も
な
い
の
か
、
顔
を
歪
め
て
、 

和
子 

「
触
ら
れ
ま
し
た
よ
、
気
色
悪
い
」 
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麗
華 

「
警
察
に
は
？
」 

和
子 

「
相
談
し
て
ど
う
か
な
り
ま
す
？
」 

み
き
な
、
そ
の
質
問
に
は
答
え
ず
、 

み
き
な
「
彼
氏
に
相
談
と
か
？
」 

和
子
、
ご
く
り
と
水
を
飲
ん
で
、 

和
子 

「
い
ま
せ
ん
よ
。
あ
、
で
も
」 

み
き
な
「
？
」 

和
子 
「
相
談
っ
て
い
う
か
、
話
し
ま
し
た
。
同
じ
電
車
に
乗
っ
て
た
人
」 

み
き
な
「
知
り
合
い
で
す
か
？
」 

麗
華 

「
い
え
、
声
か
け
ら
れ
た
ん
で
す
。
『
痴
漢
さ
れ
て
ま
す
よ
ね
』
っ

て
。
で
も
そ
れ
か
ら
で
す
、
痴
漢
男
と
会
わ
な
く
な
っ
た
の
。
ど

う
し
て
ん
だ
ろ
」 

み
き
な
、
何
で
も
な
い
こ
と
の
よ
う
に
さ
ら
り
と
、 

み
き
な
「
死
に
ま
し
た
よ
」 

 

１
０
． 

バ
ー
・
店
内
（
朝
） 正

義
、
掃
除
し
て
い
る
。 

エ
ア
コ
ン
は
修
理
さ
れ
た
よ
う
で
、
稼
働
し
て
い
る
。 

愛
、
何
か
言
い
た
そ
う
に
正
義
を
見
る
が
、
や
め
る
。 

み
き
な
と
麗
華
、
入
る
。 

愛 
 

「
す
い
ま
せ
ん
、
ま
だ
準
備
中
で
」 

麗
華
、
警
察
手
帳
を
提
示
し
て
、 

麗
華 

「
こ
う
い
う
も
の
で
し
て
」 

正
義
、
構
わ
ず
掃
除
を
続
け
て
い
る
。 

麗
華 

「
佐
渡
正
義
さ
ん
、
お
勤
め
で
す
よ
ね
」 

正
義
、
手
を
止
め
る
。 

み
き
な
、
正
義
を
見
や
る
。 

愛 
 

「
佐
渡
な
ら…

…

」 

正
義
、
ご
く
っ
と
息
を
呑
む
。 

み
き
な
、
正
義
に
近
づ
き
、 

み
き
な
「
佐
渡
さ
ん
？
」 

正
義 

「
あ
な
た
は
？
」 

み
き
な
「
和
道
と
い
い
ま
す
」 

正
義 

「
和
道
さ
ん
」 
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み
き
な
「
先
日
、
山
中
で
１
４
体
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
」 

愛
、
ハ
ッ
と
し
て
息
を
呑
む
。 

麗
華 

「
あ
な
た
、
数
ヶ
月
前
、
被
害
者
の
ひ
と
り
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し

て
ま
す
よ
ね
」 

正
義 

「
ト
ラ
ブ
ル
？
」 

み
き
な
「
痴
漢
を
注
意
し
た
」 

正
義
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
大
き
く
手
を
叩
く
。 

正
義 
「
は
い
、
助
け
ま
し
た
」 

麗
華 

「
助
け
た
？
」 

正
義 

「
彼
は
痴
漢
し
た
ん
で
す
よ
」 

麗
華 

「
そ
れ
で
殺
し
た
ん
で
す
か
」 

正
義 

「
そ
れ
で
っ
て
、
痴
漢
を
軽
視
し
て
ま
す
よ
ね
」 

み
き
な
、
ぐ
っ
と
正
義
に
近
づ
き
、 

み
き
な
「
殺
す
に
は
値
し
な
い
。
少
な
く
と
も
常
人
な
ら
殺
さ
な
い
」 

正
義
、
い
た
っ
て
平
然
と
、 

正
義 

「
で
す
か
ら
、
彼
女
を
助
け
る
た
め
に
し
た
こ
と
で
す
」 

み
き
な
「
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」 

正
義
、
た
め
息
を
つ
き
、 

正
義 

「
理
解
さ
れ
な
い
の
に
は
慣
れ
て
ま
す
。
で
も
僕
は
人
の
た
め
に
し

た
ん
で
す
。
１
０
０
％
の
善
意
で
す
」 

み
き
な
「
行
き
過
ぎ
た
正
義
感
で
す
ね
」 

正
義
と
み
き
な
は
睨
み
合
う
。 

 

（
終
わ
り
） 

 


